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ヘッドフォンに
求める基本条件

　今回登場したのはフラッグシップを

謳う「HPH-MT8」。そして弟分となる

「HPH-MT5」および「HPH-MT5W」の 3

機種。前者はブラックのみ、後者はブ

ラックとホワイト仕様とがあり、その

識別のためか W の文字が末尾に付けら

れている。

　以前にも書いたことがあったかも知

れないが、筆者は音響という仕事で必

要な時以外、耳へのダメージを懸念し

てヘッドフォンやイヤフォンの類は普

段避けている。ただし機材としてのそ

れらには興味津々で、東で新しいと聞

けば走り、西に珍しいと呼べば駆けつ

け奔走する。が、楽しみはさておき業

務で使うとなれば、それに見合うもの

はさほど多くない。私見だが選択の条

件を挙げておくと、

（1）モニタリングできる資質を持ってい

ること

（2）音圧によらず質感が変化せずリニア

であること

（3）少音量でも腰くだけしないこと

（4）音場形状が球形もしくはそれに近い

こと

（5）堅牢性を含め使い勝手が良いこと

　こうしたふるいにかかると現場に持

ち出せるものは大きく絞られるのが実

際だ。ただ現場では、常に新しいもの

が求め続けられていることもまた事実。

これまで「ヤマハ」のモデルは全機種と

もに期待を上回る結果を出している。

どのようなパフォーマンスが展開する

かが楽しみだ。

HPH-MT8 基本仕様
　モデル「HPH-MT8」は、ダイナミック

型で密閉方式を採用。45mm の大口径

ダイヤフラムには CCAW（銅被膜のアル

ミニウム線）を用いたボイスコイル仕様

を前モデルから踏襲し、軽量なこのコ

イル素材により振動レスポンスが向上。

より高い再現性能やクリアな質感が期

待できる。

　周波数特性は 15Hz から 28kHz まで

と前モデルの「HPH-MT8」の 25kHz を

上回っている。案内資料に記されたテー

マは「Legend Transformed ～原音忠実

再生」。これについては大きく肯くもの

があった。後述する。

　 外 観 で は カ ッ プ 中 央 の 音 叉 ロ ゴ

や ヘ ッ ド バ ン ド 上 の 沈 め 込 ん だ

「YAMAHA」文字は健在。気付くところ

では、イヤパッドが真円から楕円形へ

と変わっている。刷新されたのはケー

ブルだ。これまでの固定式から着脱で

きる方式を採用。L 側パッドからのみ

の片出しのため、取付けは 1 回で済

む。着脱はこれまでになかった行程だ

が、面倒に感じるどころか、それを超

HPH-MT8
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未知の音との出会いは言葉にできない緊張と期待、そして喜びがある。同時に、それを手に取った者は新しい音に試されて
いるともまた言えるだろう。軸足をどちらに置くのか、悩むところだが試される側に立つ、受け身のほうが圧倒的に楽しく、
視界が開けることは確か。小さな枠へ囚われの身となった自らを解放し、新しい出会いへ進んで飛び込みたいといつも思う。
2016年12月、「ヤマハ」から新しいヘッドフォンがリリースされた。初登場から数えると3度目の作品群である。幸運なことに、
これまで全機種を聴く機会を得たが、どれにも発見と得心があった。そして今回、実際に使ってみて感じたのは、歩幅のあ
る進化だ。自信を持って紹介できることがうれしい。

HPH-MT5W
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10 Ωを超えて下げており、102dB の

SPL と相まって音離れがきわめて良い。

求める音が苦もなく耳へ飛び込んでく

る。これは単に高能率ゆえ大きな音が

出やすいといった単純なことではなく、

例えば古いスピーカーユニットを再着

磁した際、能率の向上とともに音質が

飛躍的に向上することから見ても、両

者は音量の大小だけに置き換えられな

い関係が存在する。このねらいは成功

と言えるだろう。

　そして音質の仕上げも秀逸だ。色付

けの少ないストレートさでいながら聴

きやすく、また音が近い。これもドラ

イバーが耳元にあるからといったこと

ではなく、全帯域の速度が揃っている

と言えば正確だろうか。そのため速く

聽こえるのである。さらに音に棘がな

いことも美点。ありがちなのがスピー

ド感を出せば神経質なサウンドになり、

まろやかさを追求すれば、今度は重く

なる。これまでヘッドフォンという再

生機の構造上、両立が難しいものと半

ば諦めていたのだが、驚いたのが正直

なところである。

　堅牢性は申し分なかった。ご存知の

とおり慌ただしい現場では、図らずも

コンソールから床へと落下させてしま

うことがある。今回もそうした場面に

えてメリットは大きい。まず、同梱さ

れるストレートとコイルタイプ 2 種の

ケーブルから好みや現場環境に合わせ

て選択できる ( コイルケーブルの同梱

は『HPH-MT8』のみ )。また持ち運びや

撤収もスムースになる。近頃主流にな

りつつあるが、喜ばれるジャッジだろ

う。個人的には可能であれば音質にこ

だわったケーブルに交換してみたい。

プロの耳を
満足させる条件
　今回は事前試聴を経て頻繁に現場へ

と持ち出すことにした。期待したのは、

ずばり「サウンド」。といっても音色の

ことではなくライヴ中、高い音圧環境

のなかで、いかにクリアな聴き取りが

できるか。そこが評価のポイントであ

る。検聴する内容は、ハウスのスピー

カーから出ているミックスと同じも

ので、状況としては周囲からのマスキ

ングでモニタリング環境の視点からは

ヘッドフォンにとってきわめて過酷と

いえる。しかし、やはり聴こえなくて

はいけないのが業務用。当然それによっ

て耳が痛くなってはならない。

　ここで功を奏したと思われるのが

「HPH-MT8」が持つインピーダンスと

出力音圧レベル。37 Ωと前モデルから
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幾度か遭遇しているが、3 機種ともに

ケロッとしている。頼もしい。

　弟分の「HPH-MT5」はダイヤフラム径

が 40mm、ケーブルは 3m のストレー

トのみ付属といった違い。サウンドは

上位機の DNA を継いでおり、質感は同

じベクトルを持ち合わせている。全体

の鳴りがコンパクトに収まる傾向があ

るものの、先にも述べた過酷な SR での

モニタリングといった切り口で見れば

「HPH-MT5」のほうが軽快に扱える場面

もあるだろう。試しに教えているクラ

スに持ち込んでみたが、生徒はみな興

味を示し、我先に聴き比べをして自分

なりの意見や評価を交換し合っている。

何か訴えるものがあるのだろう。

おわりに
　今回の試聴では進化したマシンに出

会うことができ、気を良くしているの

だが、佳作の登場はこのところのヘッ

ドフォンやイヤフォンの空前ともいえ

るブームと無関係ではないだろう。街

や電車内でもオーバーイヤー型を目に

する機会も多くなった。それはプロ機

についても同じことが言え、明らかに

現場で見る品種は多くなり、ヘッドフォ

ン談義も聞こえてくる。また、昨今の

若手エンジニアがオフ時に音を聴く際

にもスピーカーではなく、スマートフォ

ンに接続されたものが主流となってい

る。その現象が好ましいか否かはさて

おき、これからのエンジニアのために

もメーカーは善し悪しを提案するその

前に、正しい再生音を逸脱しない範囲

内で切磋琢磨してほしいと切に願う次

第である。

新モデルの登場で全 5 機
種（うち 2 モデルはホワイ
ト仕様）のラインナップと
な っ た「MT Series」。 先
行モデルの「HPH-MT7 ／
HPH-MT7W」とイヤパッ
ドの形状が異なる（左から、
HPH-MT8 ／ HPH-MT7 ／
HPH-MT7W ／ HPH-MT5
／ HPH-MT5W）

付属の合皮製キャ
リングバッグ収納
時はコンパクトに

ヘッドバンド上の
ロゴも健在


